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司法ネシト構想め必要性

．．’’第1＝司法ネットの必要性’’

　　1．司法アクセスの現状．

　　　　別紙1’「リー加十サービネセンター揮想に関する方針」1項曄本姿勢」で述

　　　べられているとおり、目弁連嘩、基本的人権の擁護・栓会正義の実現という弁護土

　　　の使命にもとづき、紛争の解決、．権利の凍障及び実現にあたりすべでの市良が良質

　　　な法師サ丁ビス畔けら仰千うr法律扶助の埣充・・法律相談の全国醐・・当番弁

　　　護士制度、過疎地への公設事務所の設匿などに積極的に取り組んで来た。’

　　　　また、隣接法律専門職種団体や行政・地方公共団体の相談窓口やA　D　R機関な

　　・どが・司法㍗セ干．ポイントとし下の機昨を畢っている・

　　　　しカ1し・司苧アクセスの甲状に．ヰ・次のキうな弱点ないし限干があり・ネット

　　・ワーク化及び紛争解決機能の強化が必要である。

　　　ρ　各窓亡1の連携赤不十分で、偏在が生じ二（’いる。

　　　②弁護士が1人もいない，あるいは1人しかい念いいわゆる弁護士ゼロ・ワン’

　　　地芋或など司法’アクセスρ過疎地域が存在する。

　　　③各塞ロヒおいて，法律揮譲や紛争解決機関などへのアクセスに関する情報が

　　　十分に集約1整理され下い叫その午め・相談酢対し・’必要な情畔供や

　　　，適切な紛争解決機関への振り分けが行われていない』

　　　④・’相談窓．［1等での相談の結果；弁護士等へめ俵頼が必要となる場合にも、車ち

　　　　に受任手続につながらない場合がある。

　　⑥民間による取り組みでは財政的な負荷’が過重になっている。（1ヨ弁連あ負担

　　　の限界にういては、次項で述べる。）

2・日弁連の取組みの到達点と限界

①法律相談センターの設軍状況

　　．．平成2年当時全国36箇所。平成15年巾現在草53箇所。それでも全国3300の市区酎

村のごく十部に過ぎ飢、し・埠1…1痩の相談し砂受げられない㌣タ∵も予るこ．

・とを考え仰亨秤十雌綿が亨さ㍗ていると‘干芦いがた！’・．

9・耀士過疎地域の克岬到達卓’

　　　甲弁琴はこの鰯に1噌所g過疎竿1こ蝉わり奉金法律坤所を設苧してきた．

　　が、それでも全地裁本牢支部ρ数醐？うち40支郡には未だ1．名め弁護‡レかおら．・

　．ず。21支部には1人も弁護士がいない。（一5年3月段階）
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　　日弁連は全会員から毎月1000円の特別会費を徴収してひまわり墓金を設立して、

　過疎地支援を行っている・しかし過疎地域の渉律相談ヤンターは赤字であり、平

　成14年辱叫まわり基傘からの支串額2寧2岬方円のうち1億440岬円が法律相談セ

　．ンタrの開設・連営草に充てられている。特別亭費の徴収は時限岬な措置とされ．

　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1

’③・当番弁護壬制度基金

　　日牟連は・．当番†護士制度と被雫者輝申いて申去律扶助の搬につllて

　も、平成7年6月から、特別会費を徴収している。’3年商め時限錯置であるが、

　国費による被疑者弁護制度実現までと・し亡延長を続けてきた。現在の徴収額は’

月額4ク・・円であり・÷般会費金雫1・・’・・円／月額と却比←ても1異例

・な水準に至ρている。

3　民奏法律扶助事業．’．

　民事法律扶助事業は、平成’1．5年度には代理援印4万260C件が見込まれそ．

．いるが、国民の需要を満た．すにはほど遠く、．今葎r層の充実が求められている。

4　公的弁護制度関連業務

　　被疑者段階からの国費によ・る弁護制度導入に伴う速速な受任態勢が不可欠であ

　り・事た・’裁判員制度で想定されるr達日的・開華」・に’も対応できる態勢整備が必・

’要となっている。

第2．運営主体の必要性’

　1　司法アクセス、民婁法律扶助、’公的弁護を担う’連営主体の必要性

　日・弁連は、・別揖1『方苛」2項にあるとおり、自法ネットの中核を担う運営主

体として、次の半．うな役割と機能を担う組織（「リーガルサービスセンター」〕の

設置がψ要と考える。．

①司洋アクセス窓口業務を行ラほカ、法斧埣助協会が行づている各種業務を発・

展継承す奉ものと位置づけ・さらに国民の需要？琴企に応じ碑しい事妾につい

ても対応可能な揮織とすぺきで狐’・窓口の設置にあたっすは・利用者のラ腋性．．

’の確保のため、腫カうン・ストップ機能を目指して、隣接士業の各職能に応じた

適切邸カ関係宇築千ζ÷と・←・’こ㍗に必要な甲雫’’・運用を整備干乱

②公的弁護制度・公的付添人制度の運営業務（弁護士会と協カした弁護人・付添

　人の確保、報酬の決定・支払、常勤弁護士の確保など）を担う組織ξして構想す



る。

　ただし・r充実した弁護活動を提供する鐸勢整備」r弁護活動の自主性・独立性．

の確保」なξの視点が制度設計全般を通じて実現される必要がある。

2　運営主体め組織形態を検討する場合の視点

揮織形態の具年的亨選択肢÷しては・・公益法人・特殊法人・独立碑法人等

が、可能牲としては考え得る・（別紙2二各制度の比較表参照）。’

LSCにふさ舳’組織雫態を検討するに当牟って牛．①組織の自主性．・中’

1立性が撃下ある浦談芦は甲や自治体に対する訴訟？ために相談に訪れる三

とがあ季が、相談に当たる弁護士がそのような場合にも公正中立の立場を維持’．

する仁めには」組織の自宰性1中草性が不可欠だから乍あ乱ヒρ三とは公的

弁護制度においても妥当する。

　同時に、公的資金の投入がなされることから、’『納税者の視点」を意識する

．必要があ私そこで・②公的資金の投入を受けるにふさわしいだけめ業務内容

g苧明化、業務g効率化を図ることができるかどうかぺ業務g適正さを担保す

る仕組争があるかどうかという視点も．重要である。’

’3 運営主体にづいての日弁連の方針

　日弁華としては、．．独立行政法人が現実性めある組織杉態であるとして、具体

的な検討を開始してい乱この亭にっいての・日弁連の基本的考え方は・別箪’

11「方芋十」5項から’7項に記載されているとおりであ乱

　5項（組織形態）

　　　組織につし～ては・仮に独立行政法人の形態を採る場合には・非公務貞型・

　　（非特定型）とし、組織としての自主性・中立性を確保する。なお、’独立有

　．政法人通貝咀法に基づく狭義の独草行琴法人のほか、’同法を一部苧用ナる『国

　　立大学苧人」と同様の準自の法人について・も。検討すべきである。

　6項（弁護溝動の独立性確保のための制度的保障）’

　　　個々の弁護活動の自主性・独立性の確倖のため、個別法の中に弁護活動の

　　独立性を保障する趣旨の規定を設けるとともに、中立傘正な含議体’（萎員

　・余）を設軍し・人事等の重要事項め決定に際レてぼ、この含議体（委鼻会）

　　の意具が尊牽される仕組みとする。

　7項（役員一及ぴ運営不タりフの確保）

　　．弁護士は組織運営の中核的な役割を果たす必要があり、弁撃±会は、必要



　　　　　卒役員及ぴ蝉㍗フ（支郡皐畔委早なgを畢供する・

第3　制度設計．1三おいて特に魯葎されるぺき点

　　司法ネッ・ト構想及び運曽主体（リーガルサービスセンター）’の制度設計において、以

．上1二述べたところに加え、特1こ留意されるぺき点は、別紙1r方針」3填及び’9項で’

　述べた点である

3項’（十分な財政的靖置の必要性）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’’

．械の司津アクセスの幣岬扶莇の探・公的弁護制亭‘公申付添人制即整備

などは国の責務であるぱかりでなく、．紛争解決±1ストの節滅や刑事司法1こ対する国民の僑

頼確保のために不可欠であり、運営主体の事業費並びiこ管理運営費iこついて十二分な財政

的措置がなされる’こと歩必要である．

9項（地方自治体1こよる法律相談事業との関係）

　リーガルサービスセンター設置によって、これまで地方自治体が提供してきた法律相談・

等のサ」．ビスが低下することのない措置が講じられなげれぱならない二．



別紙1㌧・
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リーガルサービスセシタ．一む患に困する方針

目本弁口±辺合会

’1（塞本姿劉．

　戸弁蓮は、基本的木権g擁護丁社会正義の実現とし｛’う弁護士の使命1こもとづき、紛

争の解決、権利の年障及び実現にあたψすぺての市民が良軍な法的サービスを受けら

れるよ’う・法律扶助の肱充・法1斧揮談の全甲展開二当芦弁護士制度、過疎地◆の公設事

務所の設置などに積極的に取り組む一方、これらに対する国の責務をかね亡より指舶してき’

たとζろ、リrガルサニビスセンター構想は、．これら国φ責務に応えようとナるものセ奉るr

　E1弁連はiこれを①市良の司法アクセス窓戸の琴置・拡充、②資カの乏しい市民1二対す

るリプル干イドの充実（扶助事業の拡充・．公的弁華制度g竿備）・③準疎地樺などを前

進させるものとして、制度橋想を進める。

2・．（リーガル甘一ピスセンターの役割・機能〕・・

’⑦　司華ア宇辛ス窓口業務を行うぽか。法律扶助協会が行づ下いる各種業務を琴展的1こ．

　継承するものと位置づけ、さらに国民の需婁の変化’に応じた新しい事業にっいても対

　応可能な稗織’とすべきである。窓口g牽置にあたづ．ては、利用者の利寧性の確保の牟

1め・極カワン・メトツブ機能を目指して！隣接キ業？各弾能1こ応じた適切な協湘係

　を築くことと’し、’これに必琴な制度・’運用を…整備する。’

②公的弁護制摩・公的付添人制度の華営琴務・（弁護士会と協カ．した弁護人・付添人の

　確保・報酬の沫定・・支払二常孕弁護士の確保など）を担う組織として構寧する1、

　　ただし、・’r充実した弁護活動を提供する態勢整傭」r弁護活動の自主性・独立性の

　確保」などの視点が制度設計全般を通じて実現される’必要がある。

3’（十分な賜政的搭置の必要性）

　市民？司法アクセスの改善、法律扶助の充実、傘的弁護制度・公的付添人制度の整

傭などは国の責琴で予るぼかりでなく・紛争解率コス’トの節減や刑事司法に対干る国

民の信頼確保のために不可欠であリ、運営主体の事業費並びに管理連営費について十

・二分な財政的措置がなされることが卒要セあ奉。’・

4（法律集務提供の方法）

　民事法律扶助・被疑青・披告人に対する公的弁護制度・少年に対する公的付添人制

度害におサる法律業務の坤供は、一般の開業弁護士によること（『ジ早ディケア制』）

1を基本としたう羊で・スタツ7弁華士ヂこれを補う方式とすべきで狐日弁平・弁．

護±会連合会及ぴ弁護土会は、これら弁護士を確保する責務を負う。



5．（竈旦徹珊多＾婁〕

　革織1こっいては、仮F独立行敵法人の形態を堺る雫合には、．非公務員型（非特定型〕

とし、組筆としてg自羊性・中立性を確保する。なお、独立行政法人通則法に基づ．＜

狭義の独立有政法人のほか、同1去を」部準用する『自立大享法人jと同様の独自の法

人についても。．検討すべきである．’

6（弁護活動の独立性確保のたφの制度的保障）

’個々の弁護活動の’自主性・独立性の確保のため、個別法のやに弁奉活動の独立性を．

保障する趣旨の揮定を設けるとともに、中立公正な合議体（萎員会）を設置し、人事

享婁＝要事㍗定に際㍗干の㌣華体1予干会）臓が尊重され†午組み†

7（役貫及び運営スタヅフの確毎）

」　弁華士は組織琴営の中捧的な役割牽果たす必要があり、弁護士会は、’卒琴な雫員及

’び運営スタッフ（支部長、審査委貞など）を提供する』

8．（E1弁逢及ぴ弁撃±会の活動との関係〕

∵日寿連及び弁牽±会牟設琴す亭法律相談センターやひまわり公設事務所なξと、リ

ーガル芦一ビ子セィターとは・’地域の需要・採算悼・弁華±会が行ってきた取組みの

経過内容等の事情を勘案しつつ二協議の上適切に役割分担を行う二

．・9（地方自治体による法律相談事業との関俸〕・

リーガルサービスセンタ’琴置F牛って・・これまで地柏治体が提供してき嘩律

相談等のサービろが低下することのない措置が講じられなけれぱな局ない。



設立根拠

公益法人　民法 　　　　　　特稼法人共通した法制度はなく、法人ごとの設立　　　　　　根拠法 　　　　・独立行政法人制度全体の基本となる通則法と法人ご　　　　　との個別法

手続 ．主務官庁の許可 特別の設立行為 特別の設立行為

事業及び業務

民法に規定（祭祀、宗教、慈善、技芸そ　　　　の他公益に関する）　　　業務については規定なし

設立根拠法に明記’ 個別法に明記

事業及び業務の　．見直し

特になし（幸務官庁が随時検査） 事業に関する見直し制度無し

事業に関する定期的な見直しを義務付け（3年～5年ごとに、業務、組織等につ　　　　　いて見直し〕．

役鼻 ．民法に明記 設立根拠法に明記
個別法に明記、業務実績評価に基づく　　　　　解任制度あり

．運営
毎年初3か月内に財盧目録を作成（主務官庁1二対して財産目録等を提出） 基本的に毎年度ごとに予算、事業・資金　　　　　　計画を策定’

主務大臣が中期目標を指示、中期計画は主務大臣の認可、年度計画は主務大　　　　　　臣への届出

定貫 特になし
認可予算制度はあるものの、基本的に　　　　　　長の裁量

基本的に法人の長の裁量・

監督官庁の関与 広範な裁量に基づく一鰻的監督権等 広範な裁量に基づく一般的監督権等’ ’一般的監督権はない

財務
主務官庁が随時検査外部監査義務はなし 基本的に特殊法人等会計処理基準によ　　る。外部監査はほとんどない。 独立行政法人会計処理基準による。会　　　　’計監査の義務付け

評’価 特になし 総務省が新設等の審査 総務省1主務官庁に評価委員会設置

情報開示 矧＝なし 情報の公衰’が不十分

法人運営に関し、特殊法人より広範な事項を積極的に公表（透明性を確保するため、財務諸表を含め組織・業務全般に　　　　わたる事項を公表）

貴任体制 一 一 中期的な目標管理と事後評価を実施

紬
＝
驚N



’
嵩

十
“
糊
糊 ’
01
’
’
・

念
．
’
’
．

岱
・
　
1曲
’
1

8 1詰 竈 鴬
．

’
担
’
．

o，
’
1

蟷
’
’
・

蜆
’
＝

尚
1
．

淵
弗
糊
糊

E．
固

爵
誹

節
揃

糊
糊

詞
田

撞
禰
姦
騒

岱
・
曲

ω
’
’
’
ω
～

肋
肋
肋

蕪
臓
；

．
＝
誌
燕

．
．
斜
隷

誌
±

灘
＝

劃
劃
嬰
嬰
片
奇
11

v悠
1．
’

曲
愉
．
．

識
隷
醇
肪
’

糾
料
讐
聾
’

針
誌
．

吊
鴫
．

達
1凄
’

図
図

畠 俳 ， 汁 升 磯 妻 詰 o o ○ ム ○ 岨

ミ
’
1．

帖
＾
’
血

， 沖 礎 N 0 0 宙

蟹
．
豊

帖
帖
黒
：
幕

絆
鼎

霧 霧
＝
竈

・
：
量
．
’
’
．

熊
1

苛
1．

曲
．

．
N
’
ro
’
’
曽

！
溢 田 罰

＝
’
寡 駐 ω ○ 蜆 01 岬

詰

．
’
田 罰

1・
’
嘉
1」

駐

．
一
．
お
．
’

ω 一 宙 蟷 ＾

．
1’
香
1麟

昂
・

蜀
…

輔
・
．

・
註
・
．
・

嬰
．
’

話
1’
・
．

・
嬰
．
・
’
’

割

二
言
ゴ
昔
1彗

粛
赫
赫
帖

浦
浦
蒲
＝

壽
痢
苔
」

←
洲
曲
・

寸
…
φ
■

爵
蹉
蹉

＝
ミ
畠
11
甜
’

o，
o5
03

蜆
　
藺
　
一
■

＾
＾
N

N　
01
’
■

固
　
o　
－
o

匝
　
：
〇
　
一

騒

1≡
・

1l
’
．
’
1

洲
洲
洲
測

＞
＞
用
H
“
“

冒
塞

営
瞳

お
一

01
N

‘
o　
oo

ro
　
‘
o

01
　
05
－
o　
o

洲
洲
測
糾

＞
＞ HH ＋
“

顯
時
顯
三
鞭 瞳
瞳

雷
遣

O　
O

rO
　
01
05
　
00

－
o　
o
O　
O

測

’
姜
諾 蹉 蜆 N 岨

測 註 何 汁 邸 蝉 ○ 藺 N 0

訓 ＞ 片 邸 聾 岨 ○ 岨

1…
鐵

醸

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
昨

　
　
　
　
　
　
　
圃

※
※
※

弱
1節
絆
酪
■

盤
姦
姦
議
姦

〈
葦
謹
嚢
；
苧

　
蝉
耐
　
　
　
’
　
郵

　
圭
S　
　
び
’
釦

　
罫
婁
　
蓬
繁

　
司
’
　
　
　
尋

　
糾
　
　
　
　
　
H

　
汁
　
　
　
　
　
5

　
昇
　
刈
　
’
雪

　
菖
　
菊
　
τ
　
苗
　
．
薄

瞳 一・
’
．

回

箇
艶

回
回

茜
血
逝

口
回
回

薗
’
．

・
回
’
’

露

離
※

姜
1揃
再

詰
’

駕
柵
S
鎌
副
ヨ
粛
輔
洋
轟
笥
憎

童
・
1

蓋
’
．
1．

o’
l

Ol
」
l

O’
l

O．
・
o・ O．
1・

8＝
．

11
］ 針 辛 醐 H・ 醐 ゆ ル 淋 詣 嬰 淋
曽
鍋
8
繍
甘
N一 粥
血
奇
竃
渤
回



簡易裁判所
饗判所

44　水戸

45　水戸
目立

※独独立簡裁

笠間　　　独

常陸太田　独
日立

107．595

106，405

・灘　．H圭’’’・呈
一　　　　睡盟　　　・1’’

士浦相談セシタ÷．．一

4a　水戸　　土浦

50　水戸　　竈ケ崎

石岡　　　独

取手　　　独

118．644

185，38a

麓増相談セシター
氷戻

53　水戸　　下妻
54　水戸　　下妻

56　宇都宮　真岡
57　宇都富　大田原
58

59
宇都宮
宇都宮

62　前椿

栃木
栃木

不妻

下館　　　独

古河　　　独

真岡

大田原
栃木

小山　　　独

彗’’「

伊勢崎　　独 3

196，489

242，514

218，084

231，915

大田原法律相談センター

回．’．　　≡　1

月1回

前橋

高崎

65　前橋　　高崎
66　前橋　　高崎
前橋

68　前橋
前橘

太田．

高崎
藤岡　　　独
群馬富岡　独

館林　　狸

113，122
．旦……。呈ヱ2

総合法律相談セジター高崎支部

宜用　　　’

72　静岡

73　静岡
74　静岡　　沼澤
75　静岡　　沼津

；苗

清水　　　独

島田　　　独
熱海　　　独
三島’　　独
’・・≡

2η、65了

486，198

114，656

241、η4

静岡
78
79
静岡　　富士
静岡　　掛川

富土
掛川

17

1 掛川法律相談センター 月．2回

82　甲府
83

84
甲府

甲府

86　長野

都留

都留

鰍沢　　　独
都留

富士吉田　独

飯山　　　独

0
2

68．661

93，190

102，926

東部・富±五湖法律相談センター 月2回 ￥336，OOO

佐久

90
91
長野
長野

松本
松本
松本

浸野　　諏訪
9皇　長野　　諏訪
94　長野　　飯田

松本
木曾福島　独
大町　　　独
諏訪
岡谷　　　独
飯田

O
O

42．159

67，6η

56，401

大町法律柏談センター

飯田法律相談センター

月2回

週1回
95　　　　　　　，

97　新潟

99　新潟　　新発田
lOO新潟　　新発田

102
103
新潟
新潟

104　新潟

長岡
長岡
長岡

105新潟　　高田
106新潟　　高田
107　　　　　佐・

新津　　　独

新発田

村上　　　独

十日町　　独
・柏崎　　　独

六目町　　独
高田

糸創11　独
佐渡

O
o

190，959

81，861

69，998

110，313

74，622

56，409

法律相談センター村上相談所

法律相談センター上越相談所

一センター両津相・　ノ　　田

月1回

月2回

月2…3■／　2回



簡易裁判所
※独独立簡饗

109

110

111

112

113

114

115
116

117

119

121

122

123

大阪

大阪

大阪

大阪

大阪

犬阪

大阪
大阪

大阪
垂．＝

大阪

京都

京都

京都

堺

岸和田

．聾・血

大阪池囲　独

豊中　　　独

吹田　　　独

茨木　　　独

東大阪　　独

枚方　　　独

富田林　　独
羽曳野　　独

佐野　　　独

伏見　　　独

右京　　　独

向目市　　独

・灘’・．

12

13

15

34

266，322

391，726

432，994

648，211

789，8フ1

1，202，287

2a6，065

397，841

28フ．897

287．909

351．501

244．827

鰯　　．’鰹嚢．＝・≡鰯董・鱗…

（平成15隼中1＝開設予定〕

・苧　’

姜．鰯’藁……姜…1、聾鞘．1・≡．、燃．鞘・

．．磯．灘蟻且．．・嚢．1葦1 ’一．・・獲回

鍵一錨’’　　　　、、㈱、苗．1・

京都
125

127

130
131

133

京都

京都
京都
京都
京都
京都

灘
神戸

園部
園部
宮澤

舞鶴

8知山

尼堕．．

宇治’　　独
園部

亀岡　　　独
宮津

舞曽
目知山

酉宮．　　独
14

290．538

94．555

521，939

船井・北桑幅醐法律相談セシター

丹後法律相談セシター宮簿相談所
丹後．法律相談セシタ≒峰山相．談脈’．’’．

葭・．翻・．　　　　　　　　　　　　　o・・

嘗津びまわ1り基金1法律事1務所’1・・1

垂’

尼崎
135
130
137

神戸
神戸
神戸

伊丹
明石
柏原
柏原

伊丹
明石　　　独
篠山　　　独
柏原

14

12

1． 46，325

・蜆．　　鰍一’囑里團離鋤山’
140 神戸 姫路 加古川　　独 428，010

総合法律相．談ゼジタ÷北播磨相談所11．1’二1・・

143
144
145

神膚
神戸
神戸
戸

龍野
豊岡
豊岡

龍野
豊岡

浜坂　　　独

7
0 35，239

総合法律相談センター山崎相談所

合法・センター淡所 月1■

14a 奈良 葛城 宇陀　　　独 4フ，766

繭和法律相談センター
150 奈良 五條 吉野　　　独 48，427

犬…幸

152

153

154
155
156

大津

大津

大津
大津
大津

彦根
彦根
浜

今津　　　独

水口　　　独
彦根

八目市　　独
浜

12

0

55．451

146，224

222，386

法律相談センター高島相談所

事務所待機型法律相談センター

法　　！センター木之　　　旧

月1回

※月3回

1回

￥258，OOO

署228000
和歌山

158

159
和歌山

和歌山

湯浅　　　独’

妙寺　　　独

86．995

61，482

和歌山
161

162
和歌山
和歌山

田辺
田辺

囲辺
O 25，155

和歌山
104 和歌山 新宮 談センター 月1口 ￥859650



166

167

169

1フ3

1フ4

176

1了8

181

182

185

190

194

197

202

205

206

209

210

211

212
213

215

217

219

222

224

227

名古屋

名古屋

名古屋

名古屋　一宮
名古屋
名古屋

岡崎
名古屋　岡崎
名古屋　岡崎

名古屋　豊

簿　　　松坂

津　　　四目市
津　　　四目市

澤　　　熊野

岐阜 大垣

岐阜　　多治見
岐阜

福井

福井　　武生

福井　　敦賀

金沢

金沢　　輪島

富山　　高岡
富山　　高岡

広島

広島

広島　　呉
広島　　呉
広島　　尾道

広島　　福山

広島　　三次

山口

山口　　萩

山口　　岩国

山口　　宇部

簡易裁判所
※独独立簡裁

春目井　　独

瀬戸　　　独

一宮

犬山　　　独

岡崎
安城　　　独
豊田　　　独

新城　　　独

鈴塵　　　独
松阪

四目市
桑名　　　独

尾鷺　　　独

犬堰

多治見

小浜　　　独

珠洲　　　独

高岡

砺波　　　独

可部　　　独

大竹一　　独
呉

竹原　　　独
尾…童

府中　　　独．

庄原　　　独

防府　　　独

長門　　　独

柳井　　　独

宇部

轟

27

証’

11

獺

o

珪　1

430，745

250，022

560．211

439，797

70019

186，151

213．063

45．045

67．η5

63．546

43，525

108，274

396，583

31，405

50，532

74，550

43，781

126，099

43、仰3

95，368

．・．潔　　　．咄ヰ．．コ鮒．．．’．嚢嚢・．、聾轟　　垣’　　　・壷’．、一、．圭」．．」．、．

津島・海部法律相談センター

一宮法律相談センター

岡崎法律相談セシター

・　　　獲．

≡。

法律相談センター四目市相談所

宇部法律相談センター

。、・’扇設槌頭1以よ・．1’・

帥．1．輩鐵’’1’．

月2回

常設

遺1回

・二≡公設事務所め設置状混・」＝≡’’

鰯灘咀　　，鰍出輯一

熊野びま1ね以裳金窪律事務脈◆



簡易裁判所
※独独立簡饗

229

230
岡山

岡山

玉野　　　独

児島　　　独

魏
o 85，390

78，416

誼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　端　｝
刮　卸．茱、姜 …．・灘、灘　　　、。鱗．灘’・．o理 ’鍵萎1’．．．

、且．・．艶艶1．；；

岡山
232 岡山 倉敷　　　玉島　　　独 64，280

岡山
岡山 倉敷 笠岡

岡山
岡山 津山 各週

岡山

鳥取
鳥取 倉吉ひまわり基金法律事務所

松江
242 松江 木次　　　独 69，553

松淫

245
246
247

松江
松江
胆江

福岡

浜田
益田

川本　　　独
益田

饗≡

28，878

石見法律相談センター（益田会場〕

岐法　　！センター
岬’　繊「・一

月2回
月1回

週3回

￥393660

福岡

福岡
福岡 週3回

1，韮　　　’一

255
256

258

福岡
福岡

福岡

小倉
行梧

久留米

折尾　　　独
行橋

吉井　　　独

405，660

55，5η

行橋法律相襲主ンター／豊前法律相談センター 月2回／月1回 ￥814，OOO

福岡
聾　　　　　　＝・… r鯉

264
265
266
267

≡’

佐賀
佐賀
佐賀

武雄
武雄
武雄
唐；

武雄
塵島　　　独
伊万里　　独
唐；

・⑮・

113，656

百1，457

武雄有料法律相談センター

唐澤有　法　　一センター

2回

月2o

．…画1画11

￥276000

￥216000
長崎

269
270
長崎
長崎

大村
大村

大村

諌早　　　独 144，299

長崎
2丁2

2丁3

長崎
長崎

佐世保
平戸

佐世保
平戸

13 佐世保法律相談センター
ひらど法律相談センター

遺1回
月2～．3回 平戸ひまわり基金法律事務所 ￥1085850

長崎
276

278

280

281

282
283
284
285
286
287

長崎

長崎

大分

大分

大分
大分
大分
大分
大分
大分

福江 有川　　　独

厳原　　　上県　　　独

別府　　　独

　　　　　目杵　　　独
杵築　　　杵築
中津　　　中澤
中淳　　　豊後高囮　独
圓田　　　　目田

竹田　　　竹田
白　　　佐自

O
O

0
3

29，868

12．617

126，523

58，950

36，540

杵築・国東・遠見法律相談センター

竹田法律相談センター
佐白法　　・センター

月1回

月2回
月2回

￥1，OOO，OOO

￥648，OOO

￥980300



289

290
熊本

熊本

291　熊本
熊本
熊本
熊漆

205　熊本
熊本

297　熊本
熊本
熊本

300熊本

302鹿児島
303鹿児島
304

305
鹿児島

鹿児島

306鹿児島
307鹿児島308
309
鹿児島
鹿児島

310鹿児島
311鹿児島
312鹿児島
313　塵児島
3〃　鹿児島
3柵
316
鹿児畠

塵児島

宮崎

318　宮崎
319　宮崎
320　宮崎
321　宮崎
322　宮崎
323　宮崎
324　宮崎

那覇

　　那覇
328　那覇

1・豹凹

332　山台
333　山台
334　山台
335　山台
336　山台
337福島
・．蟄’’

339福島
340　福島
341　福島
342　福島
343　福島
344福島
345　福

玉名

山鹿

宮地

八代

天章

天草

名瀬
名瀬
加治木
加治木
知覧
知覧
知覧
川内
川内
川内
鹿屋

鹿屋

目南

都城
都城
延岡

延岡

延岡

王良．

街垣

犬郷原
古川・

刮11
登米
石巻
気仙沼

自河
自河
会…幸若松

会簿若松
いわき

いわき

三角

御船．
荒尾

山鹿

高森

水俣

天章

牛深
灘一．’’

伊集院

種子島

屋久島

名瀬
徳之島
加治木
大口

知責
加世田’

指宿
川内
出水
甑島
大隅

鹿屋

西都
目南

都城
小林
延岡
目向

高千穂

沖縄

平良’

石垣

太河原
古川
築館

登米
石巻
気仙沼
擾島
　甜；

自河

棚倉
会津若松
田島
いわき

福島富岡

廻1　甜

O
O

0
2

O
O

0
1

5　・

31

0
7

13

0

64，914

99，483

74・8苧1．

59．261

24，720

108．036

35．695

13．875

49．378

46．一坐

97．282

5．703

72．389

114．3η

87．857

9仰67
26．367

84，947

89．142

34，988

76，545

蓑・胴麟機　　“

県南・八代法律相談セシター

天章’法律相談泡ジタ≒・’一．≒一・

糧’唾’1’’灘’．’．

．、灘．・鱗　　　　　　　　　　　一．、．一．．．．．曲．，．、．轟．・l1

奄美法律相談センター（一部蟹話相談〕

国分法律相談センター

川内法律相談センター

鹿屋法律相談センター

目南法律相談センター

目向・入郷地区法律相談センター

葦i’’

覆垣法
葦・

古川法律相談センター

登米法律相談センター
石巻法律相談センター

三．岸法　＝センター
（事務所待機型〕、．

（事務所待機型〕

（事務所待機型〕

（事務所待機型〕

（　所　　型〕

月3回

月2回

月2回

月2圓

∵人首…＝球磨びまわり基金法律事務所＝＝＝二’’

知覧ひまわり墓金法律事務所

月3回　　　目南ひまわり基金法律事務所

週1回

週2回
．週1回

週1■

平良ひまわり基金法律事務所

嚢’　　　　　　，．一圭’

￥1，027．200

￥2，500．000

￥2，232．200

￥666666

￥2500000



349
350

≡竃

355
356
357
358

360
361

362

364

368
369

372

374

3フ5

3η

3’・．

383

386
387

389

393

394

395

396

39a

399

400
401

402
403
404

405

地方
裁判所

山形
山形
山形
山形
山形
山形

盛岡
盛岡
盛岡
盛岡
盛岡
盛岡
盛岡
盛岡
盛岡

秋田

秋田
秋田
秋田
秋田
秋田
秋田
秋田

秋田

青森

青森

青森
青森
青森
青森

札幌
札幌
朴幌
桃幌
札幌
札幌
朴幌
札幌
朴幌
朴

函館

函館

函館

函館

旭川

旭，1

旭，1

旭jl

旭川

旭jl

旭川

旭川

米沢
米沢

＿戸

＿戸
遠野
遠野

一関
一関

水沢

能代

炎館
大館
横手

大曲

大曲

五所川原
五所川原

岩見沢

室蘭
苫小牧

浦河

…工姜

名寄
名寄
紋別
留萌

稚内

稚内

1※．独1≡独立簡裁

赤湯　　　独
長井　　　独

■戸
久慈　　　独
遠野
釜石　　　独
宮古

大船渡　　独
一関

水沢

鰯
男塵　　　独
能代

犬館
塵角　　　独
横手
湯沢　　　独
犬曲

角館　　　独
青森

野辺地　　独

むつ　　　独
五所川原
鵤ケ沢　　独
弘前

夕張　　　独

伊違　　　独
苫小牧

静内　　　独

函鎗

松前　　　独

八雲　　　独

寿都　　　独
江差

深川　　　独

富良野　　独
名寄

中頓別　　独
紋別
留萌
稚内

天塩　　　独

・二’1二．’＝曲立o黎ωみ〕’．’∴

62，98邊

68，602

69．421

64．O01

78，141

38，130

46，315

45，435

73，317

a7，366

66，670

144，791

56，795

51，615

η、903

41，686

9，946

47，筍32

49，863

17，984

16，280

．．’、．法律相談＝セシク÷の設置状＝況＝＝’1」’’

．．珪．、．且　睡　・．且．．　曲　　　・　、

米1沢1法律相談セ1ジタ÷’1’・∵1」

・’田法’・

灘・’・・ ’．苗’’

富古弁証士センター

．一
・・’麟’眺…’’’．灘’　・帖’’’1’・曲’

横手・平塵法律相談センター

むつ下北法律相談センター

’’

八雲法律相談センター

ひやま． 談センター

稚内法律相談センター

月2回

月2回

月1回

月1回

月1回

’’’鍵．’

北上ひまわ．り基金法1律事務所．1’」」・T

遠野ひまわり基金法律事務所

横手ひまわリ基金法律事務所

紋別ひまわり基金法律事務所

’∵＝￥588；OOO

・・．・一’一｛フ08；OOO’

。二＝．．十＝辛288・OOO

￥365500

￥528．OOO

暑408000

￥678，OOO



1’＝1番号’、1r1鵜1 擦瓢＝：1
∵宵身義制所1二．1潔狽狽幸簡薄＝ 櫨ま1数；1＝＝価1義＝帥．・

．肩裁管畝戸1∵．一・他軸1紬刷∵…r

∵’1法律臓セシタ÷め喪猷魂’・∵．．＝
・・≡臓紐∴∵’∴坤1設11’輝取阜．．．・二

．．’省設章養所φ譲二置状海∵：＝ ’；1㌣1鷲鱗欝苧二

．’．’4016三㍗　407

法律柏談セジタ≒’」’・．臼11踏∵’色11路 釧路1・1∵帯広 1・∵甘∵　10

■’一．■皿．’■■．．

∵＝∵副1．回二’∵・

’’一』』’’．二∴’＾…。’．．＝．一．一1一一．＝一＿＿一＿二＿

帯広 帯広法律相談センター 月2回
一一＿’■＿一一＿一＿一＿一一．＝’一．…．』．■一．．’．．一．＝．．⊥　　　　’　　　　　￥225，OOO

408 色1儲 帯広 本別 独 O 22．j20
409 臼11堅 網走 網走 1

■

網走法律相談センター
1　■ 月2回 網走ひまわり基金法律事務所 讐371，500

410 自11路 北見 北見 4 北見法律相談センター 月2回、
411 割1路 北見 遠軽 独 　　O■　■　1　　…　1　　O

■　■　■　■

42．933
412 創11路 根室 根室 根室法律相談センター

■ 月1回 根室ひまわリ基金法律事務所
413 劃11路 根童 棟津 独 0 53，343

．．・1’4↑4・二11 高松1∵’ 高松∴1 ∵九∴ 法律相談セシタ≒・∴ ．’遇2回1∵
■■一■■1415416 高松高松 土庄丸亀 独

014
36，014

丸亀
■417 高松 丸亀 書通寺 独 o 68，71フ

418 昼 由寺 由寺 2
∴41＝gll1111’420 徳厳ぐ徳島 徳島二∵鳴門 、沽ひ∵　o

1’∵週2圓＝∵f

独 78，887
■　■　1

■　■　　1　1　L　　I　1　　■　■　’　■工421 徳島 川島 独 1 72，300
422 徳島 阿南 阿南 o 海部郡法律相談センター 月2回 ￥816，OOO
423 徳島 阿南 牟岐 独 O 27，166
424 徳島 脇町 脇町 O　、 二好郡法律相談センター 月2回

￥609，O00■

425 町 池田 独 o 53．504
．・1’1・＝142611’1’’1・

冒組◆ 衝1知∴ ．一1・1．棚・r’．」1・1

×退2回1＝∵・’

∴42プ428 高紅×1∴高知 須崎111×；安芸 ・須像11∵1安芸

法律相談センター御11相談所
■＝＾一’’　’

．．、斗95帥Oσ

法律相談センター室戸法律相談所
川　　■1　…

月2回　2回

429 古知 村 ，
2 法　　　センター　　法 ！旧

￥782，OOO￥748000

・、∵430∵ 松岨1ニシ1 松山 ∵・’65．1」1・・二｝

＾

◆逼蛮回’二’∴

431432433 松山松山松山 大洲大洲西条 大洲八幡浜西条

独

117

66，803
■　■　■　■　1　■　　■　1　■　■　…　』　　1　■…　　　　■1　1　’　一

西条法律相談センター 月1回434 松山 西条 新居浜 独 3 120，208
435436
松山 西条 伊予二島 独

28
94，603

1

松山 今治 今治
437 松山 宇和島 宇和島 5
438－1 松山 字和島 城辺 独 O 29，331

計 19597
34，664，943 公設事務所数＝17（2003年7月23目現 ￥145，785，808

■■■■■■■■■■I　I■1一■■■■一■■■■■■■■■■■■．■一■■■■■一．．■．1－I　I一■■一I・一一一■■■■■■■1一■■■■■■■■■■■一一■■一一一■I■■■I　I　I■I

1’騰劉総の数（、。。、／、。／、。現在）．．．、。6　．　　　　　　　1
i　③全人口（平成12年度国勢調査）…1261925■843　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
＝　④全弁護±数（2002／10／10現在）…19，597人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
1　⑤法律相談センターが設置された簡裁の数・・．・243　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　⑥法律相談センターへのひまわり基金暖助額（平成13年度）…145，785，808円　　　　　　　　　　　　　　　1
■・・■・・■・・■・’・■・・一・・■・・■・・■・・1・・■・・■・・i・・■・・一・・■・・■・・■・・一・・一・・■・・■・・■・・■・・■・・■・・■・・一・・一一一■・・■・・■

1騰里瀦鵬裁の数．．1、、9　　　’　　　　．　　1
1艦麗暮鰻蝋灘3人　　　　　　　　　　：
1　⑪独立簡籔に設置された法律相談センター・・127センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
＝　⑫独立簡裁に設置された法律相談センターへのひまわり基金援助額（平成13年度）…17，711，666円（15センターに援助）　　＝
1．．＿．一＿．、＿．．＿．．＿．．＿．．＿．一＿一．＿一．＿．．＿．．＿．一＿．．＿．．＿．一＿．．＿、．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．」．．＿．．＿．．＿．．＿．」



別紙4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003年7月22目
◆全国法律相談センター・公設事務所設置状況（広域行政圏別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本弁護±連合会業務部業務第2課作成

　　　　　　　広域行政圏

　　※東京23区、積浜市、干葉市、名古屋市、大阪市、京都市、神戸市、奈良市及びその周辺都市等、広域行政圏には含まれない市町村がある。

　　○全広域行政圏数＝392〔下表には、例外として『いわき市」『伊豆諸島・小笠原諸島」を掲載。）

　　○全広域行政圏内人口193，272，389（全人口126，478，672人の約74％〕

　　　　　　法律相談センターが常設（週5目以上開設）している地域

　　　　　　法律相談センタrが週1～4回開設している地域

　　　　　　法律相談センターが週1回未満開設または未設置の地域

※各都道府県人口及び広域行政圏内人口は、平成14年3月31目現在
※弁竈±数は、平成15年7月11目現在

1
2

、．、＿ユ

ー．．一＿壬

＿　5

21

22
23

24
25

26

27
28

　29
　30
　31

　32
．．．．皿理

　34
35

北海道

青森県

岩手県

5，667．024

1，492．669

1．4｛6，421

中空知
富良野地区
遠紋地区
十勝
北網

留萌地区
宗谷
上川北部地区
北空知地区

東胆振

檜山
根・室一一一一

津軽地域

下北地域

胆江地区
久慈地区
両盤地区

釜石地区
気仙地区

二戸地区

49．154

85．930

361．442

246，722

64，880

78，929

80，Oη

43，178

220，204

54，168

86，636

90，048

。里圭≡難一「・、．綴

　　　149．487

　　　72，251
149，048

97．367

78．322

69．561

0
1
8
5

2
0

2
1

帯広法律相談センター
網走法律相談センター■北見法律相談センター

稚内法律相談センター

ひやま法律相談センター／八雲法律相談センター
根室法律相談センター
　　　　　　　　　　　　洲＝’鰻

むつ下北法律相談センター

鯛識　　・幽」’一　　　1鱗．．．、韻．　　　　　　　鱗・嚢1．彗・・

月2回
各月2回

月1回

各月1回

月1回

月2回

駿

紋別ひまわり基金法律事務所

網走ひまわり基金法律事務所

根室ひまわり基金法律事務所

り基金法律事務所

遠野ひまわり基金法律事務所
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　’155

埼玉県

干葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

・都章府県人叫

6，926，514

5，950．584

11，905．712

8，484，744

2，470，641

t122．559

1，176，438

827，343

885，196

児玉郡市

比企

埼玉県利根
埼霊東部

・’・回．，．’議　　．．謹

埼玉西部第二

山武郡市

夷隅郡市
郡市

西多摩地域
多摩北部都市
＊伊豆諸島・小笠原昌

1蠕藏．・

津久井地域

柏崎地域
新発田地域
上越地域
糸魚川地域
十目町地域
六目町地域
佐渡地域

小出地域

五泉地域
岩舟地域
新井頸南地域
砺波地区

高岡地区

射水地区

羽咋郡市

抽；，≡1・串

大野・勝山地区

富土北麓
山梨県東部
峡南
峡北
東山梨
’．鵬・．1・’・・

峡西
東八代

138，510
．、．138＆953

　240，6η

670，422

353，448

87，582

393，869

675．095

51，O03

74．545

100，808

154．580

198，O06

52，800

η，979

73．527

71，667

45，397

7，795

82，672

52，600

108！851

278，254

94．680

68．837

68．879

102．240

99．820

67，734

94．989

84，924

1’1嚢．・窪簸灘護

71，124

73，972

二＝弁華幸数＝

華．．

6．」．
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O
O

秩父法律相談セジ1タ≒∵．

法律相談センター熊谷支部（本庄地区）
法律相談セシタ≒熊谷支部11≡熊谷地区〕’＝．

茂原法律相談セシター

繕、瀧繕談鰯・．’1

法律相談センター上越相談所

議　灘鐵嚢嚢章灘灘萎灘議灘1

法律相談センター両津相談所■佐和田相談所

法律相談センター村上相談所

能登

傷南
嶺南

，1≡’’≡’　　．・’一．・．顯」．。量一 ．薬　一’

東部・富±五湖法律相談センター

1翻驚筍 饗鱗1嚢鰯

，・・垂　．．

月2回

週2回
週2回
週1回

月2回

月2～3回

月1回

月2回

襲’・1　藪、、、、

灘．≡≡　　萎鐵難嚢灘灘嚢籔韓轟議

謹．’廿曲・．、・’」㈱灘ヰ．1・鞍葦蝋．；　咄’鰯鍵灘

’韓’・．鞘・≡1・．’苗鞘’鞘醒　珪詰
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黄号1

219
220
221

222
223
224
225
226
227
229

229
230
231

232
233
234
235
236
237
238
239
240
241

242
243
244
245
246
247
248
249
250
251

252
253
254
255
256
257
258
259
260
261

262
263
264
265
266
267
268
269
270
271

272
273
274
275
276

2η
278
279
280
281

282
283

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

’岡山県

広島県

山口県

徳島県

8，636．217

5，550．419

1，445，508

1，083，391

616，642

759，303

1，957，228

2，869，011

1，522，696

829，185

中河内地域
泉北地域
南河内地域

北河内地域
但馬

淡路
西播
宍粟郡

東播臨海
阪神

桜井宇陀
王寺周辺

山辺
橿原・高市

田辺周辺
新宮周辺

有田周辺
和歌山周辺

益田地区

隠岐地区
大田地区
雲南

芸北
広島中央

広島西

呉

柳井地区

長門地区
三好地区
中央地区
美馬地区

南部地区

841．620　　　　4

1，117．516　　　39

697．747　　　　6

1，194．772　　　　15

203，785　　　　フ

162．248　　　　3

127．918　　　　0

53．060　　0

430．377　　　　3

107．9390
．1．5g，亘呈呈　O

133．874　　　　0

139．557　　　　13

144．1768
88．601

87．664

73，260

25，070

71．827　　0
70．299　　0

65．787　　0
219．056　　　　0

156．441　　　　2

．291，431．　8

79．234　　0

43．482　　0
53．764　　0
91．765　　1

49．517　　0

120．900　　　　0

（平成15年中1；開設予定〕

1難・’且1’．1躍；

総合法律相談セシター北播磨相談所
総合法律相談センター淡路相談所

、懸 暮’‘・’1－1・’・’＝；1．1．・＝纐灘魍鱗菖談所　　．．一苗．　糊．．

紀南法律相談センター

石見法俸相談センター（益田会場〕

隠岐法律相談センター
石見法律相談センター（大田会場〕

津山法律非

義’．

阯1朋　．　’…．’

．．咀．1≡、．」．．．…・’．慧藷

三好郡法律相談センター

海部郡法律相談センター

月1回

月1回

月2回

月1回
月1回

月2回

月2回

垂　北　　　　　　　　　　　　　　　　・・．’　’　　　　　’鞘．’・’
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346
347
348
349
350
351

352
353
354
355
356
357
358
359
360

計

361

362
363
364
365

宮崎県

鹿児島県

’沖縄県

1，182．062

1，780．157

1，343，124

都城北諸県
西諸
宮崎県北部
宮崎東諸県＝＝’．

日南・串間

西都児湯
北薩
川薩
南薩
指宿
大隈
姶良＝・伊佐

奄美群島
熊毛
宮古

199．070

89．348

266．857

88．258

115，594

98．142

132．987

99．602

63．717

273，856

163，631

131，435

49．378

57，949

126，478．672　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93，272，389

2
0

5，033

法律相’談センタ」．二’∴．’・㌧’・r・．．．＝’，　　’1∵「「■

日南法律相談セ，ター

1l1内法律相談センター

鹿屋法律相談センター
国分法律相談センター

’潟騒．．

奄美法律相談センター（一部電話相談）

纏圓畿・曲．・≡灘．．．・、
盟雛襲

222圏1二相談センター設置

月3回

月2回

月2回
　貝2回．．
阜．串、韓．灘一．’1．，…．．’’鞘

月3回

謹繋・謹’・嘉麗

日南ひまわり基金法律事務所

平皇q奉セ！碁全塗律事務所

17圏1＝公設事務所…蔓置’

※広域行政圏外に設置されている法律相談センター
　①東京三弁護±会法律相談センター（霞ヶ関、池袋、新宿、四谷、神田、八王子等〕
　②総合法奮相談センター（神奈川県横浜市）（含む横浜駅東口法律相談所、多重債務相談センター）
　③法律相談センター海老名相談所（神奈川県海老名市〕
　④法律相談センター川崎相談所（神奈川県川崎市〕
　⑤法律相談センター相模原相談所（神奈川県相模原市）
　⑥法律相談センター横須賀相談所（神奈川県横須賀市）
　⑦法律相談センター（干葉県干葉市〕
　⑧栄法律相談センター｛愛知県名古屋市〕
　⑨市民法律相談センター（大阪府大阪市）
　⑪法律相談センター（京都府京都市〕（含むクレヅット・サラ金相談所、土日なんで毛相談〕

　⑪総合法律相談センター神戸相談所（兵庫県神戸市〕
　⑫総合法律相談センター｛奈良県奈良市〕
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別紙6
◆弁護士O～1地域｛地方裁判所支部〕一覧

騒轟は既に公設事務所が設置されている地域
※弁護土数は、2002隼10別O日現在

　　　　　　　　　　2003年．7月22日
日本弁護士連合会業務部業務第2課作成

千

茨城　　　　麻生
静岡　　　　掛111
新潟　　　新発田
呆都　　　　園部

兵庫県　　　柏原
兵庫県　　　龍野
兵庫県　　　　社
奈良　　　　五條
滋賀　　　　長浜
和歌山　　　御坊
岐阜　　　　御嵩
福井　　　　武生
金沢　　　　輪島
晶山　　　　魚津
山口　　　　　萩
岡山　　　　新見
島根　　　　益田
島根　　　　西郷
福岡　　　　八女
福岡　　　　副11

麻生町
掛川市
新発田

48，753

16η980400

市81，η1・園部町

柏原町
龍野市
社町
五條市
長浜市
御坊布
御嵩町
武生市
輪島市
魚簿市

0　　　　　　　16205

1・O090

40，987

21，110

0　　　　　　35，812
58，269

0　　　　　　28，100
1’9，854

71，183

0　　　　　　　27385
1　　　　　　　4伍909

萩市　　　　　1
新見市
益田市
西郷町
八女市
剛11市

一45942

0　　　　　　　24125
50342

0　　　　　　　12925

039，707’54，063

長崎　　　　壱岐
長崎　　　　福江
長崎　　　　巌原
犬分　　　　竹田
大分　　　　佐伯
大分　　　　杵築
熊本　　　　玉名
熊本　　　　山鹿
熊本　　　　官地

熊本　　　　天草
鹿児島　　　加治木
鹿児島　　　知覧
鹿児島　　　　川内
鹿児島　　　　鹿屋
宮崎　　　　目南
山台　　　　登米
岩手　　　　二戸
岩手　　　　宮古
秋田　　　　能代

郷ノ浦町

福江市
厳原町
竹田市
佐伯市
杵築市
玉名市
山鹿市
一の官

0　　　　　　12439’
27816

0　　　　　　　15121
1フ415
50400

0　　　　　　　23118
45688

0　　　　　　　33192

町O　．10．021
本渡市
加治木

40644

囲TO　・’22．852知覧町
，l1内市

鹿屋市
目南市
登米町
二戸市
宮古市
能代市

0　　　　　　13．984
73，454一
79，605

46522

0　　　　　　　6094
27691

54，642

53，762

札幌　　　岩見沢
札幌　　　　渕11
札幌　　　　浦河
札幌　　　　岩内
函館　　　　江差
旭川　　　　名寄

旭川　　　　留萌
旭111　　　稚内

岩見沢市　　　　　　　　　84，120
滝111市

浦河町
岩内町
江差町
名寄市

留萌市
稚内市

46，711

1　　　　　　岨150
0　　　　　　11，117
0　　　　　　10，589
0　　　　　　26，980

O’　　　　　　28，189

1　　　　　42，935

徳島　　　　阿南
徳島　　　　脇囲丁

周知　　　　須崎
害知　　　　　由苗

阿南市 0　　　　　　57，617
脇町　　　　　I　O

須崎市
｛±

17，969

1　　　　　　27，467
0　　　　　　　21886



日弁連ひまわり基金年度末残高の推移（予測）

収入

支出

灘灘嚢

他会計繰入

特別会費

審付金等

利息

前年度繰越．

公殻窺務所関係

法律相談セシター関係

そω他

小耐

2mo年3月末日現在
　　　　￥30，OOO，OOO
　　　　￥2伍，993，OOO

　　　￥101，OOO，OOO

　　　　　　￥7，534

　　　　　　　　￥O

革11，070．OOO

　　　　￥O

　　　　￥o

￥11670000
・．鰯鰯・．

2㎝1年3’月末目現在

　　　　　　　　￥o

　　　￥207，273；OOO

　　　　　靱2，OOO
　　　　　　￥74，949

　　　￥146，331，534

￥24，312，444

￥9呂，154，137

￥19．4フ4．’147

￥141，940．728

2㎝2年3月末目現在
　　　　　　　　￥o

　　　串206．601000

　　　　　　　　￥o

　　　　　　串2章，956

　　　￥211，830，755

￥38，9．65，590

￥120，62畠．11・1

￥10，79フ．395

￥170．386096
。’甜　　’

200皇年3月末目現在

　　　　　　　　￥O

　　　￥216，492．OOO

　　　　　判O．OOO
　　　　　　￥3，496

　　　￥248，080．615

￥55－643，866

￥1’51，321，197

串15，255，フ81

￥222，220，844

蟷．、・、

2m4年3月末目現在（予想〕

　　　　　　　　　￥O
　　　　’￥227，229，OOO

　　　　　　　　　￥O
　　　　　　　　　￥o
　　　　￥242，365．267

￥96，OOO．000

￥147，OOO，000

￥20，OOO，OOO

￥263．OOO　OOO

蓋繋轟吾麟鰯

2005年3月末目現在｛予想〕

　　　　　　　　　￥o
　　　　￥240．OOO．OOO

　　　　　　　　　￥o
　　　　　　　　　￥o
　　　　　￥206．594207

￥120，OOO．OOO

￥166，500．OOO

￥20，OOO．OOO

￥306．500000

姜姜灘1灘灘鰯鰯鐵灘麟
」≡．　．

＜予想収支の前提データ．＞

2003年度事業内容
　　　●公設事務所110ヵ所新規開設，2ヶ所交替
　　　　　　12ヶ所用800万円｛開設・運営資金〕＝9600万円

　　　　　　　　　　　　　　　君＝9600
　　　●法律相談センター
　　　　　【開設費】

　　　　　　第1種過疎地域＝10ヵ所．第2種過疎地域＝18ヵ所

　　　　　　10カ所x200万円十18ヵ所x50万円＝2100万円
　　　　　　　　　　　　　　　冒＝2　00
　　　　　t運営費】

　　　　　　第1種過疎地域：100ヵ所．第2種過疎地域＝37ヵ所

　　　　　　100カ所x1OO万円十3フヵ所x50万円〒1億1350万円
　　　　　　　　　　　　　　　冒　＝1用1800

　　　●その他
　　　　　　定着支援及ぴ諸雑費として．過年度実繍＝基づく

　　　　　　　　　　　　　　　≡＝2000

2004年度事業内容
　　　●公設事務所＝10ヵ所新規開設，5ヶ所交替
　　　　　　15ヶ所x800万円（開殴1遣営資金〕＝1億2000万円
　　　　　　　　　　　　　　　≡　＝1；2000

　　　●法律相談センター
　　　　　【開股費】

　　　　　　第1種過疎地域＝15ヵ所、第2種過疎地域＝呂ヵ所

　　　　　　15カ所x200万円十3カ所x50万円＝2100万円
　　　　　　　　　　　　　　　…＝3150
　　　　　【運営費】

　　　　　　第1種過疎地域＝115ヵ所．第2種過曄地壇＝40ヵ所※独立簡裁地城へω設置舎む

　　　　　　115カ所x1OO万円十40ヵ所X50万円引億1350万円

　　　　　　　　　　　　　　　幽
　　　●その他
　　　　　　定着支援及ぴ諸雑費とLて、過年度実欄＝基づく

　　　　　　　　　　　　　　　冒＝2000

革50，OOO，OOO



別紙8　’・二

　五　　’」四．」’　　三∴　’二’　　’’二．・丁　　’．第’

　　　　　　　’・疎　　弁二’前．．そ．　’平．期、．’’弁．一対、・．月’’特’．’　・弁特　　護号

．四・の・．成　聞　　護一象．．　額r別　　　偏護’別・　±．議　’．
…項　他　∵」　　　　　土・会．．’　r　会　　．．・在　士　会’．’適　案　　　　　’

　の・・．・二　　で呉’．∴’・費　・を・週’費’1グ．’
・他　　．’年　．’二　あ．　．．Cφ　　解疎の’　・　　　　．
・’’　　　i　’、．る　　　　O。額’・消　．　目　・．偏
・本　　月　、、・会・．・。O・」．’　す偏的’、在一’・’
・特　　　．か・．　員・’・　・円’　　．．る’在・　　対

　費　．．．．・成　　　会’・．．’る　　　’に．　た’・　．一
　に・．　．一　　」費’・　芭　・　弁お　　φ
’1’’豊．・’1’李．．ふ∵’1、・肇・隻、．∵器・・1・

　必’　　　一　　　　除　　　．．．　　　　で公．　　　別
　要’．　二一．∵　を．．　．二・　．’あ設　　　会．、
’な・．．．月　．・受　・　　　．る事’　費
　事・．ま’・け’．．　・・会’務．・徴
　項　　で　　て．・、’・．一’員所　’蚊
　’は　．・の　’．1い　　・．・　よ・’　・・の
．．’．理　　・　　間　・　　　な　’一…　　　　　　　り・．法・　．　’件’．．」・・

　事’・・　と　　…　い’　　　　　．　’・特律．．　　（
　会・・．．．す．　者㌧　　・．r別’’相．・．’決’’・’．’’
＝の　　る　　一・と　　、　　会談　．・満．．
…定．・、。．’1す　．…　費セ・　案
’め・　　　る’　、・’・を・ン．’’）・．
　る・．　一　。．・・．・・徴タ・
’．・’と・．・　．　．、　　　．　収’一
’；∴，．・・．．．’∴．．．’．・1ξ章’、．．．

　　　　　　　　置　よ’、．’．’’・’．　一　　　　　　　　　　．．

・・脅・一・’’・．’1’’二…．’・．維’．’．．

　　　　　　　　、．・　　　　　　　＝・・’姦’’’．・．．．・

　　　　　　　　土’「，　　・’’’’’’、’．・．走．　、．
　　　　　　　　。．着
　　　　　　　　の’’・　　　　　　　　促’’　’’’’・’’．・．．．’．進
　　　　　　　　・等・・　　　　　　　　過．’



　　　　　　　　　　　　　　　第・、
　兵1養・星套・’…．．婁・一黍・妻青’金’ξ婁・’警∵撃蔓、二萎’ジ

　る’性展繰で｝：の∵法’士と・所・一｛・’’度套．・．、片・早o・
　とが・望・’入当’　問’当・的偏に’’の　　当・・徴
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　夷＾3　’　2∵　　　　　　　　　’第二　　第（第＾
　七規　れ同　　二　．　　　　　一六’支り五．管四基
’．条則第．ば号．前’保　　　エ　　ウイア　　条出保条理条金
　へ一な工項護財費　対　　　弁．〕管　’方　の　基の項・らの第事団用弁し’財当当護・基　し基法基管
　金委第な補一件法’　護　’団・番・番士金、　な・金〕’金理
　の．．任二い助号・附人　　士・弁・法弁弁．・会の　　けは　　は〕
　支’）号。金の添法　会護．人．護護に’支　，れ’
　出　の　の補扶律　が士．法．．士士対．出　ば金　目
・の　補　支助助扶　’行’会律’ののすは　な融　本
　手　’助．．’出金制’助　　在が扶・初初’る　’　ら機　　弁
’続　　金　　に’の度協’　つ補．助回回次次　　な関’　護’
　き　　．の…　　っ　支．の．会　　た助　協’接・．接の・に　　・い・へ　　士　・

　及　支　い出資に　’当金会．見見費掲　　。の　’連’
．・び　　出　　ては・金対　番とのにに周げ　　　預　　合
　補は…は弁にす弁し行伴・伴のる　託会　助」　理．’護り’る　護てう’うう楠も．　　そ　会
　金事．あ’士い刑士支’刑通’費助の　の長・・の　　会」　ら会て事　　制出事’訳用金．と　　　他’　・が
’額　　の　　、かの■の被　　度・す被．費・・　す．　　最・　管
　に　承　・じ申補疑　にる疑用　　る　　も　理’’
．つ　．認　’め請助者　関費者　　　．。　　’確　す
．’一いに’．理．に傘弁し．用弁・　　　実脅一　て　基　事基’．．」」護・　特’護．’　　　　　か．
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’’に　行・認行　度　出」．’度　　　　　　な
　定う・をう及’を．．の　　　方　め。．・得．■び要資　　　．法．’る　　　　　　　な’’但　　　・少・　　し　．・金　　　　　　　　　　　　に

規　　　　けし　年　　た　　に’・　　　　よ’
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　　　四　　　　　　　　　’　二た’’法れ　え・ら’比一　三者当・　えヤ必　被・い遵さを
が律るこなみ・＝．三さ円麦が平な埣要し疑ゑ動れ眼・
　’扶べの・けて一・二○ら＾護支成い　とた・者　し脅目
結助き間れ　’’O％・に　う援給’五こ・そすが’麦そて　　と
局・制も．題ばこ％以・’ち助件年’との…る．つ’護の　まし
　’・度・ののなう以上’平支制’数度に負・もて援た初牟た
法．．ので館らし上）成部度六はな担の　助・め回・　制’
務抜あ決な一た．）・’六負が聖’・脅はな同制’接’’同度
省本るはい増に刑年捜決二制　・弁の・制・度当見制で’
が．改。　’。加．な事度貧定三’度．．・護で度の番後．・度あ
’筆葦・亡’．妻・．奮’套嚢竿莞・襲竺瑠．’姜．箸‘雫駕義案竿グ

発刑．て’　一・予’者利O．一支件．．及カミ刹件士護法接
、足事　’被’．．　少，測援用　一四給数・　び　　・用’’数制人．律見
さ被’白疑．　なさ’・助件二六総は　　法公件も．度選扶費・
せ・疑弁・者　　くれ制数万一額一　．・律的数・増の任’助用
た者連1菌　とて度は四件六万　扶費’が加利の協に
’法・弁は公　　もい件約O・O一　　助用増’し用．機会つ
’律護・’選　こ二る数一・一援’○○　協’に加てが会のい
扶もそ弁・．．・こ。は万三助・七一’、会よ・す・い増を刑て
助含の護三．そ’約五円・総．万九・．のるれ・く加保事の
制また制　年し二○）額一件　　自補噴こす障被制
度せめ度　程て○Oに一四」で．　主助’’．とれす疑度．
研るの設．’度　’O’O達’億五あ　　努が相にば・る者的
究よ’第立　は．こ○件’し一七り　カ’存・当な’こ弁裏’．
会う一・・に・・．’続・の件＾た四円’　に在規る・必と護付
か’努歩よ　　く　間（対　f七　｝初　　よ　し模　。然を援’け
．ら・カ　と　？　　も　の対餉　　一刑回・　　ら　な　の　　・的　目・助が
は　し　し　て　　　の　推前　年’　・万．事接　　　ざ・い．財．．　．に　指制’’必

　’．て．て図　・と移年度　六被見　る現滋　刑・・し度要
．’，刊き　’ら・　考か度比　　一．疑日　　を．状を　．事てと一と＝



　　　　　　　　　　　五　．’るは’助　　か’万’弁’等　　維土　　と’’い・　・つの合・い識呉事・

　。’協しら円護）．こ’’持・制’被みてこい抵意’てを　に
　ま利会かのの援にれし度・疑、なの・のて祐さと」深r関
．・・た用支し楠補助つまてと者け公去合がれ異め財す
　’件’部　’助助制・・い1．で・’い刑弁れ的2’意・なてな．至政る・
　東数の第金金度て　か事護ぱ援ドすおい久．悶間
．京の財一等を．に．は当な被・にな・助　る強る　こ・題題
　三激政にに・交つ’番け・疑っら体残こいわ被とをは
　’会増は’よ付．レ．・各’弁れ者いな・制・念ととけ疑を含研
　での一す利つして．弁護ば弁てい実・なは’さで者目む究
　・は・結で用て　’は護・士な護の∴現が容・れは弁的刑胃
　’果に件財残　．’・士・の　ら援．公・　に　ら　易’る　な護　と　事’的
　法　　逼数’政　り　扶会＝初な助．的　　は　・　と　こ　いを　し被・と
　葎す．迫がを’は・助・が回い・制援・　・’被はと。公た疑・し
　扶でし・・多ま各協責接パ度助．・ま疑いかそ的協者て
　助に・ていか支会任’兇　の体　だ者えら’し資議．弁’は
　協接い．地な部・支を・費　財制　’相国な・もて金会護．除
　会見る域つ．が部負用　政が　当公い’’でを態か　支同。でて独の．つ（　は確　の選。法’検補発勢二れ
　部当’例はき自事て目　　’・立　努制　務察助足・・た
．かのえ’た財業き当　弁す　カ．度　省現すさ活干
　ら支．ば各。源と・た’’　護る・　と．を　と場るせ動ま」
　平払’弁　．や・さ・。交　土ま　；一’含　　のはこたに．た
　成い山護　対．れま通　会で　定・む　聞被とがつ’
　六が口土　　応∵．．た費　　のの　　の被・　で疑の　’’い目
　．年停県会　す本’及・　責間　．時疑　右者必・民て’弁
　度．、止弁・及　’る’部刑び　任’・　聞者　の弁要・事の連
　二・状．護’び・　　弁は事通　　に　当　　を弁　　必護性’扶共．と
　八態士法　護一被訳・　お番　要護　要充自助通法　○に会律　士．件．疑費　い弁　すに　性実体’にの務
　○あで扶・　会三者・・用　　て護　　るっ・　に・へがつ認省
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　す・ノ、の用’．約あし・がセご’別　ていっ増　○・法万．．
今るも．負し一るた顕あと’そ会そ’てて加し万律円
町．こち担・た・七の会著るのれ費し’特のいし．か円扶も
募・志．．完・澤蓉奪寿皇㍍第一ま姦下・裂誓三管曳隻鴇婁
裂・奇．；δ’4差’』含’三‘三妻奮警．毒嚢劣急・書票k案’蓼

．費能．番倍会る釧た平被’、徴の行場措公確．ξ　し　目部補
・徴で弁以’ご）．．路　り　成’疑収・弁　う　合置的　実　が　た弁か助・
収あ護上と’で勾三者な護．こ’’を援と予占連．ら金
にり’士のにし三留．年．弁ど士と’’麦講助り想っののを
．よ’制差そ．た・五請度護の会．が護ず体っさド通貝要
るま度がのが・件求資に措に・適士る制べ処　常’弁請
補た．運生財つ’件．料関’置は・切．会こ実き　当会連さ
・助適・営じ源て東数でしで会とご’と碧で・従番計へ刈
と切にるを勾’京’は　’ては員考とはがあ莱麦’かめ
しでかこ・支留’近　’各は　’数．えの不見るの護・ら補そ
て．もか．とえ．講県東地’小に’る措可通。財．士の助の
．’はなる・’に’る求で京の会規大　。置欠．せし源’．制支金対一．
　’い費なと件もで勾員＝模き　でとる1たで．度出要応
現。用・る．す数千約．留一会な　はなまがは利で・請に
在’　ののる．の葉二．’請人で格　　なつでつ各’用・は・も苦
お　全でと一で件求当の差　くてのて．地件限∴’慮」お　　体あ・「定’．約　’件た対が　　　’い間　’で数．界本’し
む　をる会割一・大数り応．・あ・日る’被財はに・牢・て
ね　．目。員合人阪・をのはり　．’弁。弁・疑・政’達度’い’
　　弁　一が・件で．・会事困’　連　護者破当しはる
冨’　連　人制’’約・員件難・弁’’と　’士弁綻面っ約。・
　　が　　　当　度　埼　三数’数’だ’護　　　し　　会　護．が　さ　っ　六　第

万　負　た．をヨ三件でのか士　’て　’とに広ら．あ〇二
円　担　り禾1jで’で除差・ら会　’特　しっがにるOに



　　　　　　七．」れ．　b’・支」の　　り年　　してに制の　　’こ費て法万程　一
る’本八な出伸前支保まがい’度財今と用三律か度と基万お総．ぴ項・出’護た’行る接の政後．か■に万扶らと
し金．円’合．率のす事’わと見維ののらっ円・助一な’」
．てのと援計及r支’・る．・件・法れ・こ　目持．現利　’いの協○つ
も．収な助はび出こ付律るろ当・・状・用　う　て援会万て
’入る件八援’を’と’添扶こで及発に件ち・も．助支円’い
毛’と　。数一億．助行が扶助と．はぴ展鑑数五　’一を部程る
の」し・　の三件　う　適助　協　を　　刑　に　み．の　○　現行」の度接・
基’て’　伸四数」場切制会期今事・．不る．一〇在う負で見
本は　ぴ．四の合で’度本待回被可と．厨．O’一の担法．目．
的’　率七伸’あに部・での疑欠’の円件が・’と．律’当．
’部会’　の万び過るつのき補者でこ増一の一相な扶に
分員　み・．円率・去。い刑よ助弁あの．カ皿援万当’．つ助つ
・は．及　’をと・をの・て’事う措護る穆と．助円とて憾い
会ぴ　　．一’ない推’　め被∵．置援　。’度　’を前考い会て
員会　年る．ず移　’日疑　を助まの各．行後える本五
か員　　　。れか　弁者　機費．た補・弁・ラが・る刑部○
．ら’’外．　○　　もら　　連’弁　　会用・’助護．の弁　。事補○
の加　％　　　　’か・護　にの．現を土が護ま被助○
・特ら　　と’　年・今’　ら．援　　　’単在同会柏士・た疑’金円
別の　想　三後　の助　全価・’弁・及当会’者三’・
会・寄’　定・　o・三　　補」制　　国が財’連びでの．初弁万現
費付　す　％牛　助度　水低源か法あ負回護円在徴金　る　と1．間　金’及　準額．不・ら・’律・る．担接援をお・
・牧’な　　と　∵想の　　もび　　並’に足行扶　。．に見助超お
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司法アクセス検討会資料’．

　　　　　　平成1．5年7月22日
　　　　　　　　弁護士　松本’’三加

（前紋別び事わり基金法律事務所弁護士）

　　　　（1）ヤミ金対策の二rズについて・

　　　　○　稗別地区でρヤミ金間題にっし．、てめ相談は奉近極めて多い。1日中ヤミ金問題の相．．

・’　　　　談という目もあるもあま一りにヤミ金問題の相談グ多いので；後倖者は，．7月から事務

　　　　　職貝をr人増やした。
　　　　・○’紋別地区’（還軽地区（釧路地裁北見支部管轄）も含む）で被害者を増やしているヤ

　　　　　ミ金業者などは東京の業者がほとんどで・弁護士準蹄地域を狙ってマーケシティング

　　　　　をしてセ」ルスをしてきていた。
　　　　○　遠紋地犀は’旭川．÷．札幌とはバスセ5時間もかかる上1日’に数本しか路線がない

　　　　　ので・・貝帰リできない一．ヒ見支部も途刊こ峠があるなど・弁護士に相談に行く’こと’も，．．

　　　　　弁護士がわざわざ雫るこξも困難で引き受け手がいない二「そのため，旭川の弁護士な

　　　　　どぼ。’ヤミ金棄者から．「どうせあなたFは（遠くて）．事件を処理出来ないでし’よう。

　　　　　　（過疎坤域）ば僕らの聖域なんだから」なギ’ξ芦やれた．り・←亡い季占’

　　　　○　ひまわり基金公設事務所ができて以降，大手サラ金業者の部長級の担当から「お手
　　　　　柔らかに」と頼まれた㍗；’別の大宇サラ金業者が未成年者に費してい仁事案では，母

　　　　　親1±対して帖「琴タは未成年者を狙≒ている」とうそぶいてい牟ものが，弁護士が介丁

　　　　　・入するごとで「請求を取り下げます。」’などと態度を豹変ざせてきたりしてきて，’弁

　　　　　’護士が介入することによる劫果が上がってきた。　　．’　　　’．．’’　　　’

　　　’（・2）．消費者被害対策の二一ズについて

　　　　○　消費者被害としでは，湧別町の高齢者女性が高額布団や高額印鑑を1・00’0方円近」

　　　　　＜買やされた事琴があった二これちの悪質業者は，以前警察・検察が捜査までして罰
　　　　　・金卑分ピまでなっ’た列；・罰金額がわずかで・儲けめ方が罰金額よりもはるか仁大き．

　　　　　・い9で・業者ぼ，・罰金は必要経軍9よ．？な感覚を持？てい下・勧誘が幸の後も収まら．

　　　　　．・存かpた。

　　　　I　g　この地区も，北見支部から100キpメー’トルも卒って，とて．幸芦通の弁護士がや

　　　　　って＜るには採算がとれない地域であったため，弁護士が介入すること赤困難であっ

　　　　　た。・
　　　　．○’しかし，’ひまわり基金公設事義所が出来て払が介入して，，泊費者センタ」などと協

一　　　　カして解約や代金返還などを可うようになると・’午g地写での悪質業者g勧誘が止奉’

　　　　　った。ヤミ金業者や悪質業者間では情報の共有が進んでいるため，この地区の事件が

　　　　　弁護士が介入するやっ’かいな案件になると分かると，’経済合理性からやってこ’なくな

’’　　．る。．

　　　　（3）その他の事案の二一ズについて’’’

　　　　．g’相隣関倖の事案もあった；こめ事案は永年警察沙沐になるくらい争っすいた事案で

　　　　　あったが，’札幌の弁養土に相談しても，交通費なξの経費の問題もあり，また遠く’亡．



03／07／22．　20：46

　現場を見に行けないなどの問題もあって，札幌ρ弁護±Fは受任して貰え牟かった。

　そご．で，公設事務所の私が受任．して明け渡しま’でごぎつけて感謝された。こめ事案の

　際，相手方には弁護士がおらず，本人訴訟とな．？てレまったため主張が不明で苦労し

　た。やはり最低でも同じ地区に2人の弁護±が必要だと恩った。’

○　森林の誤伐の事件申あづた甲この琴案では，被害芦が困って役場や議則土相談した’

　　りしているうち，月日が流れて，ようやく知リ合いの社長が公設事務所の存在を知っ　　、

　て私のξ；ちF相談に来たときには時効になっそいて請求が極めて困難卒緕果とな

　　っていた。

一．○・この事案にみる．共うに，地方では二当事考に対して司法的解決の情報力芦無いだけヤ．’一

　なく，．そもそも法斧問題であるという発想が無い；．相談した役場も弁護士を知らず，

　そのヰうな意識がなかったため，みんなが何とかしなくてはと’は恩いながらも、適正

　な解決を得られないという事態が生じている；弁護±φ存在を虹って，そこに繋ぐと

　　いう地域のコ・ミ三；テンーの取り組みが必要である」

ρ．．また，役場の埠当者による，単なる文旬なの力、，市戻相譲なのか，法律相談なのか’

　．をきちんと見極める振り．分け機能が重要であり，担当者がその能カを持って，法律間

■’’題は弁護士に繋ぐという意識を持つ必婁がある；やはり地方の役場の人は「弁護士は

　敷居が高い。・」’’．と感じて、いる。’

　　このような繋ぐ機能が発達すれば・弁護士に法律相畔する潜在的牟案件は多く・十

　．分な掘り起こしが可能ξな包

O・同じような事案としては・親子関係不存在琴案があり・とれも争んな親であるお俸

　あさんがかわい千うと畢いながら，．誰も弁護土に相談すやとい．う発想が無＜て，解決

　が長弓iいていた。

’O・’紋別やその周辺は・本庁や糞音1との距離の問邸よっ亡・弁護士にアgセ子できず・．

　その他にも捧人破産や交通事故なども砕のとζろに回っ亡きた。

（4）．他の機関との関係

’○　旭川華区では．行政由民サービスの一環として，地方公箕団体が行政市民棺談とし

　’て無料捧律相談’（地方公共団体が費用負担）’を行ってい季。月1回’日’曜日に，本庁か．’

　　ら弁護士が派遣さ．れて．≦るのだが一これが地区では唯一の司法への窓口なためグ毎回

　予約が一杯で1．1日10人以上相談に応じているものρ，・20分に限？そも捌ききれ

　ないくらい．¢相談で溢れている。

　　ただ・こうレてようやく法律損詳は受げられても・受任事でできる弁護士がいなか

’・ったため・公裏事務所が串秤で1キ叩っ叩泣き苧入りに亭ってしまう事琴’

　．もあったと恩われる二．

P　地方自治体との関係では・自治体ごとに車度華がある；遼軽町は・．ひまわり’事務所　　　一・

　商設1こ伴う，市民の司法サrピスヘの関心の高まりをき？かけ1；，’’北見の弁護士に，

　’牽睡地区などに市民法律祖談の派章を依頼するようになった。’また，先日の有講者懇　　　、

　談会の鳥取県のような取り組みや，網走市狂勾‡公設事務所を積檸的に支援している

　ようだ。．一紋別市セも，地道な事件処理を童ねてことが噂Fなうて一’弁護士がいること

　．が社会のためにいいという認識にな・っで≦れて，市長の理解も得亭れたよ今に恩う。

○　なお峨別市役所公聴率報課め佐藤千鶴子係長や紋別市消費青セシターの武田さ々．
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　　　　　とは一貫して連携が非剃こ上手くいっていて，・今でも付き合いがある。

　　　　O’司法書士との関係で言えぼ，紋別には，皇人の自法書±さんがいて，みんな一生懸

　　　　　・命仕事をされており，公設事務所と連携を組んで，’訴訟案件を回して貰ったり，逆1こ’

　　　　　章記案件筆回したりしていた。紋別の司捧書±さんは，本来の業務の登寵案件などの．．

　　　　　業務で手一杯で，訴訟までは手が回らず，公設事務所ヵ沖来た三とを大歓迎してくれ，

　　　　　．訴訟は塞本的に私に弓1き曼けて欲しいと言っていた。、

’’　　　　　なお，司捧書±さんに聞くと，r私が来るまでは，札幌や旭川φ弁護士に相談1二行

　　　　　けとは言えずjやはり離婚間題などの相談Fも応じざる得なかった」と言っていた。

・　　　．○　行政書士は，紋別には1’0人程度いるが，中に法律事案め介入・代理人な’ど非弁ま・

　　　　　がいの行為を行っている木がいて問題のある処理がなされていた。

　　　　○　その砕の機関とレセは，篭察なども裏近ヤミ金対策の協議に加わ季ようになった。

　　　　　現在1辛，市役所と消費者センタニ，公設事務所と警察で陶議している。ただ，’話を聞’

　　　　　．いて驚くことは・警察が余りにも堆布の睾態に疎いと言ラごとであ乱

　　　　○　ハローワークや福祉事務所や、自冷体の生活保護め受給窓口などは協カ的かどうか

　　　　　＝温度差がある。例えば牽館で借傘を抱えて夜逃げ同然仁紋別に逃げて考た女悼につ’

　　　　　いて，函館の福祉事務所などは，．’子供め世話や仕事の手当などをしてくれた上，担当

　　　　　者砂事前にそρ女性から色々と声を聞いて撃理してくれてから借金の整壇を私に繋’

　　　　　いで＜れだの下，非常に処琴が†りゃすかった．

　　　　　（5’）その他

　　　　○　当番については；現在後任者が月’に4甲中動しており，．紋別地区セは1人でぽギリ’

　　　　　ギリの状態で卒る？’．

　　　　’○．公設事務所から戻？てから各地の公譲事務所などを見て回ったが；北海道のような．

　　　　　交通のア’クセス障害を抱えている地区は多く．あり，とくに三璽の熊野などは行きにく

　　　　　．かった。

　　　　○　ひまわり基金め公設奏務所については，既に修習生から募っており，55期と56

　　　　　期から．20人を確保している。公設事務所への派遣は，．地元に密着することを前提と

　　　　　する弁護士がいてもいいが，やはり2㍗3年経験したら戻りたいという弁護士もいる

　　、　　し・地元に密着レないからこそ相談できる二≒ズもあるので・私が所唇する桜丘法律．

　　　　　事務所のような協力事務所赤存華する’必要がある。

　　　　．’○　現在g公設事務所は，L　S　Cが出来たとしても，日弁連の；の取り組みは続けてい

　　　　　くべぎと考えている。
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公鉤弁護制度の意義と必要性について

・弁護活動は被疑者や被告人の権利を保障するものですが、弁護人による監視とチェックは

　刑事手鏡の適正さを担保する役割を果たしますし、刑事司法に対する国民の信頼維持に資

　するものです；ここに被疑者とりわけr身体を拘束された被疑者に弁護人の鐸助を受ける

　権利を国が保障する」ことの根拠があります。

・また、弁護人には、犯罪者の改善更正を援助することが期待されており、犯罪の特別予防

　的機能をも果たしています。さらに、弁護人による被害弁償や示談の努力は、犯罪被害者

　の救済にとっても重要です。

・裁判の迅遠他ま、r適正さ」1こ支えられてこそ本当の意味で実現できます。そのためには、

　弁護人が手続の早い段階一逮捕後間もない被疑者の段階一から事件に関与し、準備をする

　ことが重要です。事件によっては、弁護活動によって示談が成立することで、起訴猶予処

　分の条件がつくられます。

・今後課題となる「争いのない事件」の処理の簡略化のためには、争うべきか否かの判断が

　重要となり、その判断のためには弁護人の援助がさらに不可欠となります。

・当番弁護士は、1年間で受付件数が5万4000件を超え、また受任件数が1万件、うち扶助

　による受任が6357件となっています。これらは、財源の大半を弁護士・弁護士会の拠出つ

　まり、会員から期限付きで強制的に徴収した特別会費に依存して運営されています。徴収

　期限は既に経過しており、将来同様の拠出を繕続する」とは極めて園難なため、このまま

　では国民の吊要に応えられません。

・アメリカでは判例によって、またイギリス・フランス・ドイツでは近年法律によって、一

　定の条件のもとに被疑者に対する国選弁竈人や扶馴こよる弁竈人の援助を保障する制度が

　整備されています。


